
（
４
）

高
田
春
耕
は
再
び
投
稿
し
、
日
本
に
お
け
る
種
痘
の
始
祖
が
誰
で
あ
る
か
な
お
決
定
を
ゑ
て
い
な
い
が
、
『
。
：
其
事
実
ヲ
探
ル
其
地
方
ノ
人

二
謀
ル
’
一
如
カ
ス
ト
因
テ
今
效
二
長
崎
県
下
ノ
医
士
諸
君
二
質
ス
抑
を
和
蘭
医
モ
ン
ニ
ッ
キ
氏
始
テ
牛
痘
苗
ヲ
載
セ
テ
崎
陽
二
至
り
シ
〈
今
ヲ

距
ル
可
三
十
四
年
前
即
チ
嘉
永
二
年
ナ
リ
之
ヲ
遜
焉
ノ
古
代
ト
云
フ
ヘ
カ
ラ
ス
故
二
崎
陽
在
住
ノ
諸
氏
中
必
ラ
ス
牛
痘
伝
来
ノ
顛
末
ヲ
見
聞
セ

シ
先
輩
ノ
ァ
ル
ナ
ラ
ン
若
シ
之
ア
ー
フ
ハ
余
ヵ
目
下
ノ
ー
大
急
務
ト
ス
ル
伝
来
ノ
実
ヲ
尋
ネ
認
メ
テ
ー
篇
ノ
弁
ヲ
惜
ム
ナ
ク
共
一
一
医
学
ノ
進
歩
ヲ

図
リ
共
二
忠
功
ヲ
建
テ
ン
可
ヲ
期
セ
ラ
レ
ョ
・
・
・
』
と
強
く
訴
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
一
方
、
青
森
県
の
菊
地
武
文
は
、
松
前
福
山
の
中
川
五

（
員
Ｊ
）
１
エ

郎
治
を
以
て
本
邦
種
痘
家
の
嗜
矢
と
す
る
も
過
称
で
な
い
の
で
は
な
い
か
と
発
表
し
た
。

．
（
Ｑ
Ｊ
）

発
表
し
た
。

「
日
本
種
痘
家
ノ
始
祖
」
は
、
有
田
樹
林
が
明
治
十
五
年
東
京
医
事
新
誌
二
三
二
号
（
二
一
’
一
六
・
ヘ
ー
ジ
）
、
二
三
三
号
（
ニ
ハ
ー
一
九
．
ヘ
ー

ジ
）
に
発
表
し
た
論
文
で
あ
る
（
以
下
有
田
論
文
と
い
う
）
。

有
田
の
発
表
に
先
立
ち
、
同
年
、
栃
木
県
の
高
田
春
耕
は
、
「
種
痘
三
祖
ノ
記
念
碑
ヲ
東
京
二
建
設
セ
ン
可
ヲ
議
ス
」
と
題
す
る
一
文
を
発

（
２
）

表
し
、
種
痘
三
祖
は
北
条
諒
斎
に
よ
れ
ば
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ェ
ン
ナ
ー
、
支
那
の
邸
浩
川
、
日
本
の
桑
田
立
斎
と
な
る
が
、
桑
田
立
斎
を
日
本
の

種
痘
家
の
始
祖
と
す
る
に
は
疑
問
が
あ
り
、
広
く
教
示
を
仰
ぎ
た
い
と
述
べ
、
こ
れ
を
受
け
て
和
歌
山
県
の
郭
嘉
四
郎
が
、
嘉
水
二
年
の
牛
痘

苗
の
舶
来
と
そ
の
国
内
伝
達
に
つ
い
て
記
し
、
日
本
に
お
け
る
種
痘
の
始
祖
と
し
て
は
桑
田
立
斎
よ
り
も
笠
原
良
策
を
推
す
べ
き
で
な
い
か
と

原
著
有
田
樹
林
の
論
文
「
日
本
種
痘
ノ
始
祖
」

（
１
）

痘
苗
活
着
年
の
検
討

の
紹
介
と

津
癖
垂
極
檸
舜
錠
罐
壹
錯
綜
病
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
八
日
受
付

添

川

正
夫

（1）



そ
の
論
拠
と
承
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
左
に
抄
出
す
る
。

為
，
『
：
．
嘉
永
元
申
歳
六
月
十
四
日
（
笠
原
氏
小
傳
中
八
月
ト
ァ
ル
ハ
恐
ク
誤
リ
ナ
ラ
ン
但
シ
西
暦
二
取
ル
乎
）
和
蘭
軍
医
モ
ン
’
一
ツ
キ
氏
更
二
牛
痘
膿

痂
（
以
来
屡
交
舶
齋
セ
シ
モ
ノ
ハ
単
二
瓶
中
二
蓄
へ
シ
カ
嘉
永
年
度
〈
瓶
ヲ
三
層
ニ
シ
固
封
ス
ル
可
極
テ
密
ニ
シ
テ
総
計
十
個
タ
リ
其
内
唯
々
一
個
ノ
ミ
感
應

ス
ル
可
ヲ
得
タ
リ
ト
云
う
蓋
シ
モ
ン
’
一
ツ
キ
氏
語
テ
曰
ク
此
回
瓶
ヲ
三
重
一
一
シ
来
ル
ハ
赤
道
直
下
ノ
地
方
ヲ
経
過
ス
ル
｜
一
由
り
其
勢
力
減
少
シ
テ
著
シ
ク
感
應
ス

ル
可
能
ハ
サ
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
ト
）
ヲ
舶
載
シ
テ
来
港
ス
ル
ャ
氏
（
吉
雄
圭
斎
氏
の
こ
と
。
著
者
注
）
欣
悦
惜
ク
能
ハ
ス
即
日
其
艦
二
至
り
術
ヲ
伝
習
セ

ン
１
ヲ
切
望
シ
タ
レ
托
能
ハ
ス
十
六
日
二
及
ソ
テ
（
十
四
日
ヨ
リ
十
六
日
迄
僅
々
二
日
間
ヲ
待
シ
可
殆
卜
数
十
年
ヲ
待
ツ
ノ
思
ヲ
ナ
セ
リ
ト
其
切
望
想
察

ス
ル
ニ
足
ル
）
モ
ン
ニ
ッ
キ
氏
二
就
キ
親
シ
ク
種
痘
法
ヲ
伝
習
セ
リ
其
伝
習
ノ
為
メ
モ
ン
》
一
ツ
キ
氏
〈
自
ラ
手
ヲ
下
シ
テ
和
蘭
通
詞
加
福
喜
十

郎
ノ
男
喜
一
氏
二
殖
接
セ
シ
ニ
右
腕
二
於
テ
只
一
個
ヲ
発
セ
シ
ノ
ミ
（
此
際
吉
雄
氏
ハ
其
看
護
ノ
為
メ
三
日
間
殆
ト
睡
ヲ
ナ
サ
ス
ト
云
う
）
是
レ
我
国

種
痘
法
伝
習
ノ
濫
鵤
一
一
シ
テ
完
二
同
月
十
六
日
ノ
事
也
如
此
幸
二
感
殖
セ
シ
｜
一
由
り
吉
雄
氏
〈
廿
四
日
一
一
至
り
親
戚
ナ
ル
内
田
九
一
及
上
其
妹

菊
（
今
共
一
一
死
ス
）
二
接
種
法
ヲ
行
シ
ニ
亦
能
ク
感
應
セ
リ
是
ヲ
以
テ
氏
〈
茜
此
ノ
種
痘
法
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
諸
泰
西
医
術
ノ
精
妙
ナ
ル
可
ヲ
思
上

益
を
志
ヲ
不
抜
二
置
キ
且
我
国
種
痘
法
ヲ
伝
習
シ
其
術
ヲ
実
施
ス
ル
ノ
噴
矢
タ
ル
ヲ
喜
上
愈
々
志
ヲ
大
ニ
シ
術
ヲ
広
メ
普
ク
蒼
生
ノ
天
折
ヲ
免

レ
天
賦
ノ
美
貌
ヲ
完
全
セ
シ
メ
ン
可
ヲ
思
ヘ
リ
（
氏
ノ
歳
干
時
廿
七
歳
始
テ
妻
ヲ
迎
フ
当
明
治
十
五
年
六
十
一
歳
其
壮
康
衆
二
抜
ソ
テ
尚
刀
圭
ヲ
以
テ
其

名
四
方
二
鳴
ル
）
此
時
一
一
当
テ
ャ
平
素
熱
心
ス
ル
諸
氏
既
二
其
舶
載
ア
ル
ヲ
間
キ
或
〈
郷
里
ヲ
去
り
夜
以
テ
日
一
一
継
キ
長
崎
一
一
来
リ
該
術
ヲ
伝

宇
○
０

有
田
論
文
の
要
旨

有
田
樹
林
は
当
時
医
学
生
で
あ
っ
た
が
、
夏
季
休
業
中
で
幸
い
長
崎
に
居
り
長
崎
の
医
師
、
諸
老
、
さ
ら
に
弘
化
・
嘉
永
の
頃
公
務
に
あ
た

っ
て
い
た
諸
官
吏
に
精
力
的
に
会
っ
て
調
査
し
た
結
果
、
吉
雄
圭
斎
こ
そ
わ
が
国
種
痘
家
の
始
祖
と
す
べ
き
方
で
あ
る
と
発
表
し
た
の
で
あ

有
田
論
文
は
、
こ
れ
ら
の
発
表
、
な
か
で
も
長
崎
県
人
に
強
く
呼
び
か
け
た
高
田
春
耕
の
一
文
に
応
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
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｢

有
田
論
文
の
影
響

有
田
論
文
中
、
特
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
痘
苗
の
舶
来
年
代
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
の
定
説
で
は
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
モ
ー
ニ
ヶ
６
§
９
己
昏
』
。
胃
ご
冒
冨
。
冒
号
）
が
日
本
に
赴
任
す
る
時
持
っ
て
来
た
牛

痘
漿
は
活
着
し
な
か
っ
た
の
で
、
楢
林
宗
建
が
痘
漿
で
は
な
く
痘
痂
を
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
モ
ー
ニ
ケ
に
依
頼
し
、
翌
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）

舶
来
し
た
痘
痂
が
活
着
し
、
こ
れ
が
始
め
て
わ
が
国
各
地
に
広
く
行
き
渡
っ
た
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
有
田
論
文
に
よ
れ
ば
、
嘉
永
元
年
に
わ
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
牛
痘
苗
が
活
着
し
、
こ
れ
が
広
く
各
地
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
に

な
る
。

（
６
）

習
セ
ン
可
ヲ
乞
う
即
チ
佐
賀
藩
ヨ
リ
ハ
牧
春
堂
馬
渡
耕
雲
等
来
テ
效
二
従
事
ス
爾
后
痘
漿
痘
痂
ヲ
京
都
佐
賀
大
村
等
ノ
各
地
二
送
リ
シ
ニ
各
地

ノ
有
志
熱
心
医
〈
喜
テ
之
ヲ
実
施
シ
コ
レ
ョ
リ
漸
ク
諸
国
｝
一
拡
り
遂
二
今
日
ノ
大
幸
福
ヲ
得
ル
ー
至
レ
リ
ト
・
・
・
』

『
．
：
又
昨
十
四
年
春
上
海
領
事
品
川
忠
道
氏
帰
国
セ
ラ
ル
、
二
臨
ミ
、
同
所
亜
米
利
加
領
事
館
ニ
在
ル
亜
米
利
加
軍
医
某
〈
日
本
種
痘
法
ノ

最
始
〈
幾
年
前
一
一
シ
テ
今
日
ノ
景
況
一
一
至
リ
シ
ャ
閣
下
帰
国
セ
ハ
宜
ク
報
示
セ
ョ
ト
墾
算
依
願
ス
ル
｜
一
由
り
品
川
領
事
〈
帰
国
ノ
上
吉
雄
氏
二

向
く
し
且
シ
其
略
記
ヲ
乞
ハ
レ
シ
ニ
吉
雄
氏
ハ
左
ノ
短
書
ヲ
呈
セ
ラ
レ
タ
リ
依
テ
復
タ
左
二
之
レ
ヲ
掲
ヶ
以
テ
余
力
説
ノ
証
ト
為
ス

（
マ
マ
）

種
痘
履
歴
抑
々
我
ヵ
邦
長
崎
港
二
殖
痘
ヲ
試
用
ス
ハ
和
蘭
軍
医
文
化
年
度
（
今
ヲ
距
ル
七
十
有
余
年
）
ニ
始
リ
シ
モ
普
ク
此
法
ヲ
施
行
ス
ル

可
克
ハ
ス
（
当
時
品
川
東
十
郎
母
二
此
術
ヲ
行
上
感
能
ス
ル
ノ
ミ
）
偶
を
感
應
ス
ル
モ
ノ
ァ
レ
任
或
〈
種
々
ノ
滕
説
ヲ
信
シ
此
ノ
法
ヲ
肯
ス
ル
者
ナ

ク
之
ヵ
為
メ
遂
二
妨
碍
セ
ラ
レ
テ
該
痘
漿
痘
痂
ヲ
失
シ
殆
ト
中
止
ス
爾
后
嘉
永
元
申
歳
六
月
和
蘭
軍
医
モ
ン
ニ
ッ
キ
氏
本
国
ヨ
リ
更
二
牛
痘

（
マ
マ
）

（
当
時
牛
痘
局
所
ノ
ー
部
分
ヲ
裁
除
シ
瓶
中
二
固
封
シ
来
ル
）
膿
痂
共
二
舶
費
シ
来
リ
テ
是
レ
ヲ
和
蘭
通
詞
加
福
喜
十
郎
男
加
福
喜
市
一
一
試
殖
ス
ル

（
マ
マ
）

’
一
宜
ク
感
殖
セ
シ
ヲ
以
テ
之
ヲ
余
ヵ
親
属
内
田
九
市
及
妹
一
一
殖
接
ス
此
時
二
中
リ
テ
少
ク
世
ノ
信
用
ヲ
受
ケ
漸
次
長
崎
港
内
二
施
行
ス
ル
ヲ
得

タ
リ
爾
来
此
痘
漿
或
〈
痘
痂
ヲ
諸
方
｝
一
試
用
シ
各
其
効
績
ヲ
得
テ
今
日
二
至
ル
云
々
』
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モ
ー
｝
一
ケ
か
ら
直
接
牛
痘
種
痘
法
の
伝
授
を
受
け
た
楢
林
宗
建
は
嘉
永
五
年
に
、
柴
田
方
庵
は
安
政
三
年
に
他
界
し
て
お
り
、
有
田
論
文
の

発
表
さ
れ
た
明
治
十
五
年
に
は
、
ひ
と
り
吉
雄
圭
斎
の
糸
健
在
で
あ
っ
た
。
現
存
当
事
者
の
文
書
の
尊
重
せ
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
と
り

わ
け
圭
斎
が
ア
メ
リ
カ
軍
医
に
日
本
の
牛
痘
種
痘
の
初
ま
り
を
知
ら
せ
た
返
書
は
重
視
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

有
田
論
文
の
影
響
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
形
で
現
わ
れ
た
。

（
３
）

郭
嘉
四
郎
は
明
治
十
五
年
に
発
表
し
た
論
文
の
中
で
は
、
『
牛
痘
苗
〈
嘉
永
己
酉
（
二
年
）
八
月
和
蘭
醤
モ
ン
ニ
ッ
キ
氏
始
テ
載
セ
テ
長
崎

（
７
）

二
至
ル
ト
云
う
〈
確
実
ナ
ル
説
一
一
シ
テ
又
世
人
ノ
熟
知
セ
ル
所
ナ
リ
．
：
」
と
述
べ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
明
治
二
十
年
に
は
そ
の
著
「
皇
国
医

（
８
）

事
沿
革
小
史
」
の
中
で
、
『
…
嘉
永
元
年
（
紀
元
一
一
千
五
百
○
八
年
、
諸
書
一
一
嘉
永
一
一
年
八
月
ト
ァ
ル
ハ
誤
ナ
ル
ョ
シ
）
六
月
和
蘭
ノ
商
船
長
崎
二
来

リ
蘭
書
ド
ク
ト
ル
モ
ン
ニ
ッ
キ
又
牛
痘
ノ
痂
ト
漿
ト
ヲ
齋
ラ
ス
時
ニ
長
崎
ノ
人
吉
雄
圭
斎
モ
ン
ニ
ッ
キ
ニ
就
キ
其
術
ヲ
伝
ヘ
ン
コ
ト
ヲ
乞
う
乃

チ
モ
ン
ニ
ッ
キ
自
ラ
手
ヲ
下
シ
和
蘭
諜
官
加
福
喜
十
郎
ノ
子
某
二
殖
接
シ
テ
之
ヲ
示
ス
圭
斎
硲
然
得
ル
所
ア
リ
其
族
内
田
九
一
等
二
施
シ
良
験

ヲ
得
タ
リ
（
此
時
モ
亦
痘
漿
〈
其
効
ナ
ク
シ
テ
痂
苗
特
リ
感
染
シ
タ
リ
ト
云
う
）
是
し
実
二
我
邦
一
一
於
テ
種
痘
法
伝
習
ノ
噴
矢
ト
ス
圭
斎
既
一
一
種
痘
術

ヲ
得
テ
思
ヘ
ラ
ク
我
邦
古
来
痘
瘡
流
行
ノ
為
メ
無
上
ノ
愛
児
ヲ
奪
ハ
レ
天
然
ノ
美
貌
ヲ
損
ス
ル
者
幾
多
ゾ
ャ
筍
モ
我
此
術
ヲ
普
ク
施
セ
等
〈
以
テ

之
ヲ
救
済
ス
ル
｜
一
足
ラ
ソ
ト
志
ヲ
執
ル
益
々
固
ク
其
普
及
ニ
勉
ム
ル
’
一
汲
々
タ
リ
…
』
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
が
有
田
論
文
に
準
拠
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
は
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。

（
９
）

因
み
に
、
同
書
は
林
洞
海
校
閲
と
な
っ
て
い
る
。

富
士
川
瀞
は
明
治
二
十
八
年
、
「
皇
国
医
事
沿
革
小
史
」
中
の
前
記
部
分
を
引
用
し
た
後
、
『
．
：
吉
雄
氏
ガ
嘉
永
元
年
一
一
モ
ー
ニ
ッ
ヶ
ョ
リ

（
岨
）

種
痘
術
ヲ
得
タ
リ
ト
云
う
可
ハ
果
ソ
事
実
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
尚
詮
索
ス
ベ
シ
』
と
述
べ
、
こ
れ
を
将
来
の
研
究
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
。

カ
ド
ク
ラ

（
ｕ
）

角
倉
賀
道
は
明
治
二
十
八
年
そ
の
著
「
種
痘
全
書
」
の
中
で
、
『
…
嘉
永
元
年
（
一
言
一
一
ハ
嘉
永
一
一
年
八
月
）
六
月
二
至
り
蘭
雷
モ
ン
’
一
ツ
キ

氏
牛
痘
漿
及
上
牛
痘
痂
ヲ
携
上
商
船
二
投
シ
テ
長
崎
二
渡
来
セ
リ
是
即
我
ヵ
邦
種
痘
伝
播
ノ
濫
膓
ニ
シ
テ
長
崎
ノ
人
吉
雄
圭
斎
氏
（
後
召
サ
レ

テ
陸
軍
一
等
軍
書
ト
ナ
リ
昨
年
四
月
病
没
享
年
八
十
有
余
）
先
シ
就
テ
伝
習
シ
東
奔
西
走
大
二
斯
業
ノ
発
達
一
一
尽
セ
リ
…
』
と
述
べ
て
い
る
。
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（
吃
）

鈴
木
要
吾
は
昭
和
八
年
、
そ
の
著
「
蘭
学
全
盛
時
代
と
蘭
晴
の
生
涯
」
の
吉
雄
圭
斎
の
項
で
、
有
田
論
文
の
論
拠
と
し
て
筆
者
が
さ
き
に
抄

出
し
た
そ
の
前
半
を
吉
雄
圭
斎
手
記
と
し
て
紹
介
し
た
後
、
続
け
て
『
．
：
嘉
永
元
年
伝
来
の
牛
痘
は
不
感
応
に
終
ら
ず
日
本
に
移
殖
さ
れ
た
と

（
鰹
）

見
え
る
、
長
崎
市
役
所
編
、
中
に
も
元
年
と
あ
る
、
が
同
年
の
牛
痘
は
失
敗
に
終
り
翌
嘉
永
二
年
再
び
モ
ン
ニ
ッ
キ
の
も
と
に
齋
ら
さ
れ
た
牛

痘
が
始
め
て
好
結
果
を
得
た
「
長
崎
と
海
外
文
化
」
と
い
う
事
は
日
本
醤
学
史
（
富
士
川
博
士
）
や
日
本
年
表
な
ど
の
示
す
処
で
あ
り
、
種
痘
の

始
祖
や
功
績
者
達
の
記
録
中
に
も
凡
て
嘉
永
二
年
渡
来
と
な
っ
て
い
る
。
吉
雄
圭
斎
の
手
記
（
完
全
な
記
録
に
非
ず
覚
え
書
式
に
一
枚
の
紙
に
書
き

散
し
た
も
の
）
中
に
は
モ
ン
ニ
ッ
キ
翌
二
年
正
月
貢
物
献
上
の
為
参
府
し
同
年
三
月
長
崎
表
に
帰
り
同
年
九
月
廿
日
長
崎
を
出
帆
し
て
帰
国
し

（
皿
）

て
い
る
。
此
事
か
ら
考
ふ
れ
ば
一
一
年
は
日
本
に
在
留
し
同
年
渡
来
の
種
痘
が
始
め
て
成
功
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
後
日
確
証
の
上

研
究
す
る
価
値
が
あ
る
も
の
と
思
う
・
・
・
』
と
述
べ
て
い
る
。

そ
の
後
、
有
田
論
文
を
取
り
上
げ
、
特
に
痘
苗
活
着
年
に
つ
い
て
論
考
し
た
も
の
を
み
な
い
が
、
嘉
永
元
年
に
長
崎
に
も
た
ら
さ
れ
た
痘
苗

が
活
着
し
た
か
否
か
は
わ
が
国
の
種
痘
史
上
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
今
回
有
田
論
文
を
あ
ら
た
め
て
紹
介
し
、
そ
の

影
響
を
伝
え
る
と
共
に
痘
苗
活
着
年
に
つ
い
て
若
干
の
調
査
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。

嘉
永
元
年
舶
来
痘
苗
の
活
着
を
裏
付
け
る
史
料

ま
ず
、
有
田
論
文
以
外
に
、
嘉
永
元
年
舶
来
痘
苗
の
活
着
を
裏
付
け
る
史
料
が
あ
る
か
否
か
を
調
ら
べ
た
。

（
巧
）
Ｏ

松
尾
耕
三
は
、
そ
の
著
「
近
世
名
醤
伝
」
の
高
橋
春
圃
の
項
で
、
『
至
二
嘉
永
元
年
秋
一
。
聞
二
下
藺
人
門
尼
幾
来
二
千
天
草
島
一
傳
中
種
痘
法
上
。
大

モ
ン
ニ
ッ
キ

○
Ｃ
Ｏ
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｏ

喜
日
・
是
可
三
以
踏
二
斯
民
於
壽
域
一
美
。
乃
請
二
郵
券
一
航
二
天
草
杢
至
則
門
尼
幾
既
去
。
寓
二
長
崎
↓
乃
尾
而
赴
レ
焉
・
留
数
月
。
得
二
其
法
一
而
帰
・
頒
二
痘

苗
於
同
業
者
↓
相
倶
大
施
二
之
国
中
手
：
』
と
記
し
て
い
る
。

（
照
）

ま
た
、
呉
秀
三
は
、
そ
の
著
「
シ
ー
ポ
ル
ト
先
生
そ
の
生
涯
及
び
功
業
」
の
高
橋
春
圃
の
項
で
、
松
尾
耕
三
の
述
べ
た
前
記
部
分
を
そ
の
ま

ま
和
訳
、
紹
介
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
高
橋
春
圃
は
、
嘉
永
元
年
長
崎
に
数
日
間
滞
在
し
て
種
痘
法
を
伝
習
し
て
帰
え
り
、
痘
苗
を
同
業
者
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に
頒
ち
、
ひ
ろ
く
種
痘
し
た
と
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
で
あ
れ
ば
嘉
永
元
年
に
、
痘
苗
は
活
着
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
Ⅳ
）

と
こ
ろ
が
、
高
橋
春
圃
に
つ
い
て
は
同
郷
の
山
本
昇
・
湯
治
万
蔵
に
よ
る
評
伝
「
高
橋
春
圃
」
お
よ
び
小
伝
「
高
橋
春
圃
先
生
伝
」
が
あ
り
、

そ
れ
に
は
『
嘉
永
二
年
秋
ナ
ラ
ン
、
春
圃
灰
カ
ニ
、
一
蘭
医
ノ
天
草
島
二
来
リ
、
種
痘
法
ヲ
実
行
ス
ル
者
ア
リ
ト
間
キ
、
即
日
、
旅
装
ヲ
整
ヘ

テ
天
草
一
一
赴
ク
、
実
一
一
瞬
間
ヲ
失
ハ
ズ
。
其
熱
心
、
俊
捷
、
殆
ド
類
ヲ
見
ズ
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
松
尾
、
呉
の
記
載
は
嘉
永
元
年
舶
来
痘
苗
の
活
着
を
裏
付
け
る
史
料
と
は
な
り
難
い
。

つ
ぎ
に
、
「
近
世
名
筈
伝
」
調
査
の
折
、
た
ま
た
ま
小
川
鼎
三
博
士
か
ら
、
『
宮
崎
市
在
住
の
田
代
逸
郎
氏
所
蔵
の
「
種
痘
人
名
録
」
の
冒

頭
に
、
嘉
永
酉
初
春
上
旬
モ
ー
ニ
ッ
ヶ
か
ら
伝
授
を
受
け
て
宮
崎
に
帰
え
り
種
痘
し
た
と
記
し
て
あ
り
、
こ
れ
に
続
い
て
三
月
六
日
か
ら
の

種
痘
人
名
が
書
か
れ
て
あ
る
の
を
見
、
三
月
六
日
が
嘉
永
二
年
と
す
れ
ば
定
説
と
合
致
せ
ず
不
審
に
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
の
御
話
が
あ
っ

そ
こ
で
、
田
代
逸
郎
博
士
か
ら
、
「
種
痘
人
名
録
」
の
ほ
か
、
「
年
代
実
録
」
、
「
福
島
退
庵
履
歴
抄
」
な
ど
の
写
し
を
送
付
し
て
頂
い
た
。

（
肥
）

そ
し
て
、
「
年
代
実
録
」
中
の
種
痘
関
係
記
事
な
ど
を
参
考
に
し
て
調
ら
べ
た
結
果
、
「
種
痘
人
名
録
」
の
初
め
に
書
か
れ
て
い
る
三
月
六
日

の
日
付
は
福
島
退
庵
・
若
山
健
海
が
日
向
で
最
初
に
牛
痘
種
痘
を
行
っ
た
嘉
永
三
年
の
三
月
六
日
で
あ
る
と
判
定
し
た
。

そ
の
後
、
今
日
ま
で
嘉
永
元
年
舶
来
痘
苗
の
活
着
を
裏
付
け
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
史
料
に
は
出
会
っ
て
い
な
い
。

嘉
永
元
年
舶
来
痘
苗
の
活
着
を
否
定
す
る
史
料

つ
ぎ
に
、
嘉
永
元
年
舶
来
痘
苗
の
活
着
を
否
定
す
る
史
料
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

（
⑬
）

そ
の
第
一
に
あ
げ
る
べ
き
も
の
は
楢
林
宗
建
の
著
「
牛
痘
小
考
」
で
あ
る
。
本
書
は
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
牛
痘
苗
を
坂
寄
せ
る
こ
と
を
鍋
島
直

正
に
上
申
し
て
容
れ
ら
れ
、
レ
フ
イ
ソ
ン
に
こ
れ
を
依
頼
し
、
ま
た
モ
ー
’
一
ヶ
に
痘
痂
を
輸
入
す
る
よ
う
意
見
を
述
べ
、
つ
い
に
活
着
痘
苗
の

云
一
Ｏ

ヂ
ハ
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＝

輸
入
に
成
功
し
た
当
事
者
楢
林
宗
建
の
著
作
で
あ
る
。

た
だ
し
、
首
題
に
関
す
る
楢
林
の
記
述
は
簡
潔
で
あ
っ
て
、
モ
ー
ニ
ヶ
と
の
問
答
の
中
で
『
今
汝
ガ
齋
シ
来
ル
助
ノ
者
モ
亦
然
ル
ハ
何
ゾ

ャ
』
と
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
（
文
中
、
「
今
」
は
嘉
永
元
年
を
、
「
汝
」
は
モ
ー
’
一
ヶ
を
、
「
亦
然
ル
ハ
」
は
活
着
し
な
い
こ
と
を
指
す
）
。
そ
れ

で
、
さ
ら
に
こ
れ
を
傍
証
す
る
史
料
が
望
ま
れ
る
。

（
別
）
（
虹
）

明
治
二
十
九
年
東
京
で
行
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ナ
ー
種
痘
発
明
百
年
紀
念
会
に
楢
林
榮
叔
が
出
品
し
た
「
牛
痘
舶
来
の
記
」
に
は
、
嘉
永
元
年
六

月
十
五
日
モ
ー
ニ
ヶ
が
持
参
し
た
牛
痘
液
は
『
通
詞
役
ノ
ー
児
（
九
才
十
一
才
未
タ
天
然
痘
ヲ
感
セ
サ
ル
者
）
ヲ
撰
上
』
商
館
で
種
術
し
た
が
一
つ

（
塊
）

も
萠
生
し
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
、
明
治
三
十
一
年
師
井
栄
倫
が
著
し
た
「
本
邦
牛
痘
苗
輸
入
之
始
祖
楢
林
宗
建
先
生
小
伝
」
の
中
に
も
同
じ
よ

う
に
、
『
之
ヲ
和
蘭
陀
通
詞
某
を
ノ
ー
児
二
試
ミ
ル
モ
感
染
セ
ザ
リ
シ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
認
）

古
賀
十
二
郎
は
「
長
崎
洋
学
史
」
の
中
で
、
『
楢
林
氏
は
、
蘭
通
詞
末
永
栄
助
の
児
、
（
末
永
氏
は
、
弘
化
四
丁
未
年
六
月
六
日
逝
去
し
た
。
）
及
び

閏
通
詞
西
慶
太
郎
（
の
ち
直
方
と
改
む
）
の
児
、
両
人
を
選
み
て
、
出
島
の
藺
館
に
伴
ひ
ゆ
き
、
ド
ク
ト
ル
・
モ
ウ
ニ
ヶ
に
請
ふ
て
、
種
痘
を

施
し
て
も
ら
ふ
た
が
、
両
児
と
も
、
一
つ
と
も
萠
生
し
な
か
っ
た
』
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
古
賀
は
「
嘉
永
二
巳
酉
年
牛
痘
接
種

の
顛
末
に
関
す
る
文
書
記
録
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
楢
林
宗
建
の
自
筆
に
係
る
も
の
は
、
一
つ
も
遣
存
し
て
い
な
い
。
今
猶
ほ
遣
存
せ
る
も

の
は
、
後
に
て
記
さ
れ
た
者
と
思
は
れ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
記
録
は
、
時
日
往
々
一
致
せ
ず
、
い
づ
れ
が
正
確
な
る
か
、
決
し
難
い
場
合
が
ま

（
別
）

ま
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、
嘉
永
元
年
に
舶
来
し
た
痘
苗
の
接
種
顛
末
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
で
、
筆
者
は

前
記
の
通
詞
氏
名
を
記
し
た
文
書
を
見
た
い
も
の
と
考
え
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
中
野
操
博
士
に
御
教
示
を
仰
い
だ
と
こ
ろ
、
該
文
書
に
つ
い
て
は
不
明
と
い
う
他
な
い
が
、
「
柴
田
方
庵
日
録
」
の
嘉
永

元
年
七
月
十
七
日
の
条
に
、
加
福
、
楢
林
児
に
蘭
医
が
牛
痘
を
種
痘
し
た
と
記
し
て
い
る
旨
の
返
書
を
頂
戴
し
た
。

柴
田
方
庵
は
、
吉
雄
圭
斎
と
共
に
モ
ー
ニ
ヶ
か
ら
直
接
牛
痘
種
痘
法
の
伝
授
を
受
け
た
人
で
あ
り
、
「
人
と
な
り
正
実
に
し
て
、
事
を
処
す

（
調
）
（
坊
）

る
こ
と
周
密
な
り
」
と
評
さ
れ
、
ま
た
そ
の
日
録
は
天
保
二
年
辛
卯
四
月
か
ら
安
政
三
年
丙
辰
に
至
る
四
半
世
紀
に
わ
た
り
方
庵
自
身
が
誌
し
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そ
れ
で
嘉
永
元
年
七
月
の
方
庵
日
録
を
読
ん
で
ゆ
く
と
、

十
四
日
晴

十
五
日
晴

十
六
日
晴

十
七
日
朝
加
福
楢
林
児
十
七
日
晴

蘭
医
牛
痘
ヲ
種
痘
ス

十
八
日
晴
加
福
小
児
種
痘
見
舞
廿
三
日
熱
発
ノ
期
也

十
九
日
晴

廿
日
晴

廿
一
日
少
曇

廿
二
日
晴

廿
三
日
晴

廿
四
日
晴

廿
五
日
雨

廿
六
日
雨
蕊
柵
椿
搾
趣
露
帰
識
稚
蝿
認
錘
辨
札
辨
謝
鯛
緬
躍
罎
抽
噺
行

と
あ
り
、
そ
の
後
は
種
痘
関
係
の
事
項
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

す
な
わ
ち
、
方
庵
は
牛
痘
種
痘
翌
々
日
の
七
月
十
九
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
七
日
間
天
候
の
ほ
か
は
何
も
記
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
方
庵
が

二
十
三
日
に
は
活
着
の
結
果
が
で
る
も
の
と
期
待
し
、
加
福
の
子
息
を
連
日
見
舞
い
検
診
し
た
が
、
つ
い
に
無
反
応
に
了
っ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
嘉
永
二
年
七
月
以
降
の
日
録
に
は
度
を
種
痘
に
関
す
る
記
載
が
見
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
の
種
継
に
つ

た
も
の
で
あ
る
。
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い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
併
せ
考
え
、
こ
の
考
察
は
妥
当
と
思
う
の
で
あ
る
。

右
に
あ
げ
た
方
庵
日
録
の
記
載
は
、
嘉
永
元
年
舶
来
牛
痘
苗
の
活
着
を
否
定
す
る
有
力
な
一
史
料
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
”
）

つ
ぎ
に
、
堤
可
厚
博
士
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
入
手
し
て
下
さ
っ
た
一
八
五
○
年
（
嘉
永
三
）
一
月
五
日
付
の
胃
く
農
ｏ
胃
９
員
脚
日
を
見
る

こ
と
に
す
る
。
同
紙
に
は
、
一
八
四
九
年
（
嘉
永
己
十
二
月
十
三
日
に
日
本
か
ら
バ
タ
ビ
ァ
港
に
到
着
し
た
商
船
聾
且
己
。
ａ
儲
。
冨
号
の
船

長
】
・
ぐ
四
目
ｚ
凹
膀
秒
巨
が
も
た
ら
し
た
日
本
情
報
が
載
っ
て
お
り
、
第
二
面
に
、
モ
ー
ニ
ヶ
が
日
本
に
赴
任
す
る
時
携
行
し
た
ゥ
イ
ー
ン
製
の

牛
痘
苗
は
活
着
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
今
回
同
船
が
日
本
に
運
ん
だ
牛
痘
苗
ｅ
ｏ
汀
。
ぐ
目
）
の
活
着
し
た
こ
こ
が
詳
し
く
報
ぜ
ら
れ
て
い
る

（
今
回
と
云
う
の
は
嘉
永
二
年
）
。
新
聞
記
事
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
嘉
永
元
年
舶
来
牛
痘
苗
の
活
着
を
否
定
す
る
一
史
料
で
あ
ろ
う
。

終
り
に
の
ぞ
承
、
貴
重
な
御
教
示
を
賜
っ
た
中
野
操
、
小
川
鼎
三
の
両
先
生
、
史
料
入
手
に
つ
い
て
御
高
配
頂
い
た
堤
可
厚
、
鹿
子
木
敏

範
、
田
代
逸
郎
の
諸
博
士
、
文
献
解
読
に
御
協
力
頂
い
た
杉
森
正
、
岸
浩
の
両
博
士
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
、
嘉
永
元
年
舶
来
痘
苗
の
活
着
し
な
か
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
有
力
な
史
料
は
見
い
だ
し
得
た
が
、
嘉
永
元
年
舶
来
痘
苗
の
活
着
を

裏
付
け
る
史
料
は
見
い
だ
し
得
な
か
っ
た
。

行
っ
た
。

結
び

有
田
論
文
は
、
長
崎
県
人
有
田
樹
林
が
、
長
崎
に
牛
痘
苗
が
舶
来
し
た
当
時
の
事
情
を
生
存
関
係
者
に
も
会
っ
て
調
査
し
、
わ
が
国
に
お
け

る
種
痘
の
始
祖
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
そ
の
中
で
嘉
永
元
年
に
モ
ー
ニ
ヶ
が
も
た
ら
し
た
痘
苗
が
活
着
し
た
と
す
る
記
述
に
特
に
注
目
し
た
。
そ
れ
は
、
わ
が
国
の
種
痘

（
邪
）

史
の
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
今
回
あ
ら
た
め
て
有
田
論
文
を
取
り
あ
げ
て
紹
介
し
、
そ
の
影
響
を
述
べ
る
と
共
に
、
牛
痘
苗
活
着
年
に
つ
い
て
若
干
の
調
査
を

（9）9
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２
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３
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４
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５
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６
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（
７
） 文

献
な
ら
び
に
注

舶
来
し
た
痘
苗
が
活
性
を
も
っ
て
い
て
善
感
し
た
場
合
、
仮
り
に
こ
れ
を
「
活
着
」
と
称
ん
で
お
く
。

高
田
春
耕
種
痘
三
祖
ノ
記
念
碑
ヲ
東
京
二
建
設
セ
ン
可
ヲ
議
ス
東
京
医
事
新
誌
二
一
六
号
一
○
’
一
四
（
明
治
一
五
）

郭
嘉
四
郎
日
本
種
痘
家
ノ
祖
卜
〈
誰
ソ
東
京
医
事
新
誌
二
二
○
号
一
○
’
一
五
（
明
治
一
五
）

高
田
春
耕
種
痘
始
祖
ヲ
長
崎
県
ノ
医
士
諸
君
一
一
質
ス
東
京
医
事
新
誌
二
二
六
号
一
七
’
一
九
（
明
治
一
五
）

菊
地
武
文
文
政
年
間
ノ
種
痘
家
東
京
医
事
新
誌
二
二
七
号
一
二
’
一
四
（
明
治
一
五
）

肥
前
佐
賀
の
医
者
で
名
は
煥
、
邸
浩
川
の
著
書
「
引
痘
略
」
を
校
正
し
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
刊
行
し
て
い
る
。

こ
の
文
章
で
は
、
嘉
永
二
年
に
モ
ー
’
一
ヶ
が
牛
痘
苗
を
持
参
し
て
長
崎
に
来
た
よ
う
に
も
解
さ
れ
る
。
中
野
禮
四
郎
編
纂
「
鍋
島
直
正
公
伝
」
（
大

正
九
）
三
七
一
・
ヘ
ー
ジ
に
も
同
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

郭
嘉
四
郎
編
纂
「
皇
国
医
事
沿
革
小
史
」
（
後
編
）
四
五
（
明
治
二
○
）

林
洞
海
は
天
保
末
年
大
石
良
栄
と
は
か
り
、
高
島
四
郎
太
夫
に
託
し
て
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
痘
苗
を
輸
入
し
て
種
痘
を
試
み
、
ま
た
後
年
江
戸
に
種
痘
所

を
創
立
す
る
際
の
発
企
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。
校
閲
時
、
林
は
数
え
七
十
四
歳
。

富
士
川
瀞
種
痘
術
ノ
祖
ノ
私
考
中
外
医
事
新
報
三
三
八
号
四
九
二
’
四
九
六
、
三
三
九
号
五
五
八
’
五
五
九
（
明
治
二
七
）

角
倉
賀
道
「
種
痘
全
書
」
二
四
’
二
五
東
京
牛
痘
館
（
明
治
二
八
）

鈴
木
要
吾
「
蘭
学
全
盛
時
代
と
蘭
晴
の
生
涯
」
二
五
三
’
二
五
五
東
京
医
事
新
局
（
昭
和
八
）

こ
れ
は
、
長
崎
市
役
所
編
集
「
長
崎
と
海
外
文
化
」
（
大
正
一
五
）
三
六
’
三
七
に
『
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
年
）
己
『
．
○
§
目
。
言
時
の
が
来
舶

し
た
。
彼
は
牛
痘
を
我
邦
に
伝
へ
、
今
日
一
般
に
行
は
れ
て
い
る
種
痘
術
の
基
礎
を
強
固
に
横
へ
た
。
長
崎
の
楢
林
宗
建
、
吉
雄
圭
斎
な
ど
が
モ
ー

’
一
ヶ
に
就
い
て
種
痘
術
を
修
め
、
尋
い
で
種
痘
術
が
長
崎
よ
り
諸
国
へ
伝
播
し
た
こ
と
は
日
本
醤
学
史
上
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
』
と
あ
る
の

モ
ー
’
一
ヶ
の
帰
国
し
た
年
に
つ
い
て
は
、
中
野
操
著
「
日
本
医
事
年
表
」
に
は
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
九
月
、
橘
輝
政
著
「
日
本
医
学
先
人
伝
」

に
は
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
と
な
っ
て
い
る
。

松
尾
耕
三
「
近
世
名
醤
伝
」
巻
之
三
廿
一
枚
目
香
草
園
蔵
版
（
明
治
一
九
）

呉
秀
三
フ
ー
ポ
ル
ト
先
生
そ
の
生
涯
及
び
功
業
」
第
三
巻
七
○
’
七
二
束
洋
文
庫
（
昭
和
四
三
）

山
本
昇
・
湯
治
万
蔵
「
高
橋
春
圃
先
生
伝
」
一
五
西
原
村
公
民
館
（
昭
和
四
二
）

を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（10） 10
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（
詔
）
長
崎
医
学
百
年
史
（
昭
和
三
六
）
に
お
い
て
も
、
こ
の
点
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
（
同
耆
第
一
章
一
五
’
二
ハ
。
ヘ
ー
ジ
と
、
附
録
（
四
）
の
五
・
ヘ

ー
ジ
の
記
載
を
対
比
さ
れ
た
い
。
）

楢
林
栄
叔
は
分
家
楢
林
氏
の
第
六
代
。
天
保
十
二
年
辛
丑
十
月
十
五
日
誕
生
故
、
本
史
料
提
出
時
は
数
え
五
十
六
歳
。

「
牛
痘
舶
来
の
記
」
楢
林
栄
叔
出
品
善
那
氏
種
痘
発
明
百
年
紀
念
会
報
告
一
四
五
’
一
四
七
（
明
治
二
九
）

師
井
栄
倫
「
本
邦
牛
痘
苗
輸
入
之
始
祖
楢
林
宗
建
先
生
小
伝
」
（
渡
辺
庫
輔
「
崎
陽
論
孜
」
九
六
親
和
銀
行
済
美
会
昭
和
三
九
よ
り
引
用
）

古
賀
十
二
郎
「
長
崎
洋
学
史
」
（
下
巻
）
三
二
七
長
崎
文
献
社
（
昭
和
四
二
）

こ
の
ほ
か
、
大
槻
如
電
原
著
・
佐
藤
栄
七
増
訂
「
日
本
洋
学
編
年
史
五
一
八
錦
正
社
（
明
治
一
○
・
昭
和
四
○
）
に
も
末
永
栄
助
、
西
慶
太

郎
児
に
接
種
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

「
長
崎
洋
学
史
」
下
巻
三
二
八
’
三
二
九

「
シ
ー
ポ
ル
ト
先
生
そ
の
生
涯
及
び
功
業
」
第
三
巻
九
九
東
洋
文
庫
（
昭
和
四
三
）

蘭
医
柴
田
方
庵
先
生
日
録
第
一
冊
（
自
弘
化
二
乙
巳
正
月
ｌ
至
嘉
永
元
九
月
）
武
田
科
学
振
興
財
団
所
蔵
（
藤
波
剛
一
旧
蔵
）

着
く
陽
。
胃
○
○
巨
国
昌
岳
ｇ
》
ｚ
○
画
．
恩
ご
ａ
侭
》
、
宕
旨
匡
四
＆
「
本
邦
牛
痘
苗
輸
入
之
始
祖
楢
林
宗
建
先
生
小
伝
」
に
、
嘉
永
二
年
に
も
た
ら
さ

れ
た
痘
苗
は
モ
ー
’
一
ケ
が
宗
建
と
熟
議
し
て
『
本
国
一
一
謀
り
、
未
痘
児
三
名
ヲ
瓜
畦
迄
伴
上
、
炎
天
ノ
土
地
即
チ
赤
道
直
下
ヲ
通
過
ス
ル
庵
右
ノ

未
痘
児
一
名
毎
｝
一
順
次
三
名
一
一
種
続
キ
、
以
テ
瓜
佳
二
着
シ
、
同
所
二
於
テ
右
ノ
痘
痂
丼
一
一
膿
漿
ヲ
採
り
、
然
シ
テ
本
邦
二
致
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
』
と

括
孤
内
に
書
い
て
い
る
が
、
新
聞
記
事
と
し
て
恰
好
の
材
料
で
あ
ろ
う
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
本
紙
に
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
（
一
八
○
三
年
に
ス

・
へ
イ
ン
政
府
が
未
痘
児
を
船
に
乗
せ
て
継
痘
し
つ
つ
、
小
呂
宋
か
ら
澳
門
に
至
り
支
那
に
牛
痘
苗
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ

安
山
松
巌
夛

楢
林
潜
宗
建

さ
れ
て
い
る
。

で
あ
る
け
れ
ど
も
）
。

「
年
代
実
録
」
七
五
都
城
市
立
図
書
館
（
昭
和
四
九
）

言
牛
痘
小
考
」
一
枚
目
得
生
軒
蔵
（
嘉
永
二
年
歳
次
巳
酉
孟
冬
下
溝
崎
陽
福
地
載
世
撰
の
序
文
の
あ
る
こ
と
か
ら
嘉
永
二
年
発
行
と

（11）11
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Wasthevacciniavirus,whichwasintroducedinto

JapanbyDr.OttoG.J.Mohnike,usedforvaccination

inJapan？

MasaoSORKAWA

S6kenNarabayashi(1802-1852),whoaskedhislord,NaomasaNabeshima,tointroducevaccinia

virusintoJapanfiomtheNetherlandsandsucceededinitsintroduction,publishedabookentitled

CGGyuto-Shokoh"(GuidebookofVaccination)in1849.

Inthisbook,henotedthefbllowing:

Dutchphysicians,whocametoJapanandwerestationedatDCjima,NagasakiasCaptains,had

triedmanytimestointroduccvacciniavirus・Howcver,theirendeavorswereinvain.OttoGottlieb

JohannMohnike,whoarrivedatNagasakiinl848alsotriedtovaccinateJapanesewiththevaccinia

virushebrought,buttheviruscausednoeruption.Thereupon,S6kentoldMohnikethatscabswere

prefbrableinJapanfbrvariolation,becausescabswereeffbctiveevenafterseveralmonths'storaJ.

HeadvisedMohniketotrytheintroductionofscabsinsteadoflymph,alsoincaseofcowpox.

Inthenextyear,1849,vacciniavirusarrivedinthefbrmofscabsatNagasaki(fromthe

NetherlandsviaBatavia)andthreechildrenwereinoculatedbyMohnike.Onevaccinialeruption

（
函
胃
）



appearedonthearmofoneoftheinoculatedchildren・Usingthederivedpustule,threechildren

wereinoculatedjinthiswaytheviruswasfixrtherpassedonamongchildrenanditwasgradually

distributedinvariouspartsofJapan.･･･(ThewordsinparentheSesareacommentbyM.S.)

Inl882,JurinAritapublishedapaperconcerningthefirstvaccinatorinJapan.Inthispaper,

AritapresentedthemanuscriptofKeisaiYoshio(1822-1894),whowaspresentwhenMohnike

vaccinatedthesOnofKijdroKafilku(aninterpreter).Accordingtohismanuscript,thevaccinia

virusbroughtbyMohnikeinl848waseffbctive,anditwasdistributedinJapan.

ThepaperofAritacausedsomeembarassmenttothosewhowereconvincedthatthefirst

introductionofactivevacciniavirushadbeeninl849.Theauthorconsidersthatthequestionof

whetherthevacciniavirusintroducedinl848wasactiveornotshouldberesolved.Thispaper

dealswiththeresultsofaninvestigationconductedbytheauthoronasmallscale.

Firstly,hesoughtdocumentswhichprovetheefficacyofthevacciniavirusintroducedinl848:

IntwobiographiesofShumpoTakahashi(1805-1868)therewasadescriptionwhichappearsto

indicatethatthevacciniavirusintroduCedinl848wasactive，butthiswasdeniedbvanother
"

comprehensivebiographyofShumpoTakahashiwhichwaseditedbypersonsfi､omthesameprovince,

Kumamoto.

Nexthesoughtdocumentswhichdenytheactivenessofthevacciniavirusinl848:

InthediaryofH6anShibata(1800-1856),H6anwrotethatKafilku'schildandNarabayashi's

werevaccinatedbyaDutchphysicianinthemorningofthel7thofJuly,1848.Thereafter,H6an

（
ぬ
Ｈ
）
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［



wroteaboutnothingbutweatheruntilthe25thofJuly.Theseblanksappeartoindicatethatno

reactionwasobservedinthevaccinatedchildren.

IntheJavascheCourantl850,No.2,Zaturdag,5Januarij,itwasreportedthatthevaccinia

virusinl848wasinactive,buttheonewhicharrivedinl849wasactiveanditwasusedfbrvac-

cinationinJapan.

TheauthorcouldnotfinddOCumentswhichprovedtheactivenessofthevacciniavirusinl848,

butheibunddocumentswhiChdenieditsactiveness.

寺
門

（
守
［
）


